
リハビリテーション部 
 

１ 構 成 員 

      平成 24 年 3 月 31 日現在 
 教授 0 人 
 准教授 1 人 
 講師（うち病院籍） 0 人   （0 人） 
 助教（うち病院籍） 2 人   （2 人） 
 助手（うち病院籍） 0 人   （0 人） 

特任教員（特任教授、特任准教授、特任助教を含む） 0 人 
 医員 0 人 
 研修医 1 人 
 特任研究員 1 人 
 大学院学生（うち他講座から） 0 人   （0 人） 
 研究生 0 人 
 外国人客員研究員 0 人 
 技術職員（教務職員を含む） 0 人 
 その他（技術補佐員等） 0 人 
 合計 5 人 
 

２ 教員の異動状況 

  美津島 隆 （准教授) （H13.1.1～H15.10.31 助手、H15.11.1 ～現職） 

  山内 克哉 （助教） （H16.3.～H19.3.31 助手、H19 .4.1～H22.11.30 助教、H22.12.1 休職～） 

  赤津 嘉樹 （助教） （H23.4.1～現職） 

  入澤 寛  （医員） （H19.4.1～H23.9.30、 H23.10.1 特任研究員～） 

 

３ 研究業績                           数字は小数２位まで。 
 平成 23 年度 

（１）原著論文数（うち邦文のもの） 7 編   （4 編） 

    そのインパクトファクターの合計 12.8 

（２）論文形式のプロシーディングズ数 0 編      

（３）総説数（うち邦文のもの） 2 編   （2 編） 

    そのインパクトファクターの合計 0.00 

（４）著書数（うち邦文のもの） 0 編   （0 編） 

（５）症例報告数（うち邦文のもの） 1 編   （1 編） 

そのインパクトファクターの合計 0.00 

（６）その他（レター等） 0 編   

そのインパクトファクターの合計 0.00 

-516-



(１) 原著論文（当該教室所属の者に下線） 

  Ａ．筆頭著者が浜松医科大学の当該教室に所属していたもの 

1. 長島正明，近藤亮，吉倉孝則，中村重敏，入澤寛，山内克哉，美津島隆，小山博史，星野裕信，

松山幸弘：変形性股関節症患者における大腿四頭筋の定量的評価．Hip Joint 37 巻 Page79-81 

(2011.09) 

2. 近藤亮、長島正明、吉倉孝則、中村重敏、松岡文三，入澤寛、山内克哉、美津島隆、小山博史、

星野裕信、松山幸弘：片側変形性股関節症患者における健側と患側の殿筋断面積・CT 値の関

係．Hip Joint 37 巻 Page176-179 (2011.09) 

3. 吉倉孝則，近藤亮，長島正明，中村重敏，入澤寛，山内克哉，美津島隆，小山博史，星野裕信，

松山幸弘：人工股関節置換術後患者の在院日数に影響する因子‐術後評価からの検討‐．Hip 

Joint Vol.37 Page137-140（2011.09） 

4. 吉倉孝則，近藤亮，長島正明，入澤寛，美津島隆，松岡文三，高橋正哲：前十字靭帯再建術後

スポーツ復帰率の再建法および年齢による比較検討．東海スポーツ傷害研究会会誌 29 巻

P25-27（2011.11） 

インパクトファクターの小計      ［ 0.00 ］ 

 

  Ｃ．筆頭著者が浜松医科大学以外の教室に所属し，共著者が当該教室に所属していたもの 

1. Nishimura Y, Mizushima T, Tajima F, Irisawa H, Yamauchi K,Kajihara F, Nagano A.: Cardiovascular 

responses to static muscle contraction in patients with brachial plexus injury treated with intercostal 

nerve transfer. Neurotrauma. 28(7):1289-94. 2011. 

2. Tsuchimochi H, Yamauchi K, McCord JL, Kaufman MP.  

Blockade of acid sensing ion channels attenuates the augmented exercise pressor reflex in rats with 

chronic femoral artery occlusion. J Physiol. 2011 Dec 15;589(Pt 24):6173-89.   

3. McCord JL, Tsuchimochi H, Yamauchi K, Leal AK, Kaufman MP.  

Tempol attenuates the exercise pressor reflex independently of neutralizing reactive oxygen species in 

femoral arterial ligated rats. J Appl Physiol 2011 111 971-979  
インパクトファクターの小計      ［12.8］ 

 

（３）総  説 

  Ａ．筆頭著者が浜松医科大学の当該教室に所属していたもの 

1. 赤津嘉樹 山内克哉 美津島隆  

【そろそろ知りたい陽陰圧体外式人工呼吸器(BCV)】 患者ケアのポイント  

呼吸器ケア 9 巻 9 号 Page950-953(2011.09) 

2. 赤津嘉樹 美津島隆 
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物理療法のエビデンスと実践  4．光線療法（赤外線・レーザー療法）  

Journal of clinical rehabilitation 21 巻 3 号 Page298-302(2012.3) 

3．美津島隆 高齢者のリハビリテーション 循環器疾患  

 THE BONE Vol26.No1.Page57-61(.2012.01) 

インパクトファクターの小計      ［ 0.00 ］ 

 

（５）症例報告 

  Ｃ．筆頭著者が浜松医科大学以外の教室に所属し，共著者が当該教室に所属していたもの 

1. 泉良太、佐野哲也、小川元大：関節リウマチを呈し人工股関節全置換術を施行した症例に対す

る足趾間ブラシ作製．OT ジャーナル、45 巻 3 号 頁 296-297 

インパクトファクターの小計      ［ 0.00 ］ 

 

４ 特許等の出願状況 

         平成 23 年度 

特許取得数（出願中含む） 0 件 

 

５ 医学研究費取得状況 
         平成 23 年度 

（１）文部科学省科学研究費 1 件   （20 万円） 

（２）厚生労働科学研究費 0 件   （0 万円） 

（３）他政府機関による研究助成 0 件   （0 万円） 

（４）財団助成金 0 件   （0 万円） 

（５）受託研究または共同研究 0 件   （0 万円） 

（６）奨学寄附金その他（民間より） 0 件   （0 万円） 

（１）文部科学省科学研究費 

代表者 入澤 寛  挑戦的萌芽研究 課題名 近赤外時間分解分光法を用いた姿勢変化時の脳

血流量の変化と影響を与える因子の検討 

 

７ 学会活動 
 国際学会 国内学会 

（１）特別講演・招待講演回数      0 件      0 件 

（２）シンポジウム発表数      0 件      0 件 

（３）学会座長回数      0 件      2 件 

（４）学会開催回数      0 件      0 件 

（５）学会役員等回数      0 件      0 件 
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（６）一般演題発表数      3 件   

（１）国際学会等開催・参加 

5）一般発表 

口頭発表 

1. Shinta Takeuchi, Yusuke Nishida, Takashi Mizushima：Phase synchronization between cardiac and 

locomotor rhythms affects perfusion to lower muscles during walking. 16th International WCPT 

Congress 2011，2011 年 6 月，アムステルダム（オランダ） 

 

2. Ryo Kondo, Shigetoshi Nakamura, Takanori Yoshikura, Masaaki Ngashima, Hiroshi Irisawa, Yoshiki 

Akatsu, Mizue Suzuki, Takashi Mizushima：An investigation of knee muscle’s functional factors 

affecting gait ability in patients with chronic stroke．The 11th Kyungpook-Hamamatsu Joint Medical 

Symposium．2011 年 9 月，tegu（Korea） 

 

ポスター発表 

1. Ryo Kondo, Shigetoshi Nakamura, Takanori Yoshikura, Masaaki Ngashima, Bunzou Matsuoka, 

Hiroshi Irisawa, Katsuya Yamauchi, Mizue Suzuki, Takashi Mizushima ：The relationship between 

knee muscle’s functional ability and 10 meters maximal walking time in patients with chronic stroke. 

16th International WCPT Congress 2011.2011 年 6 月，アムステルダム（オランダ） 

 

（２）国内学会の開催・参加 

4）座長をした学会名 

      1. 日本リハビリテーション医学会 美津島隆 

2. 日本脊髄障害医学会 美津島隆 

 

（３）役職についている国際・国内学会名とその役割 

     日本リハビリテーション学会 代議員 

      日本脊髄障害医学会 評議員 

      日本義肢装具学会 評議員  

      日本障害者スポーツ学会 監事 

      日本リハビリテーションネットワーク研究会 理事 

 

８ 学術雑誌の編集への貢献 
 国 内 外 国 

学術雑誌編集数（レフリー数は除く） 0 件 0 件 

（３）国内外の英文雑誌のレフリー 

 2 回：「Journal of Orthopaedic Science」（Japan ）reviwer 
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９ 共同研究の実施状況 
         平成 23 年度 

（１）国際共同研究 0 件 

（２）国内共同研究 0 件 

（３）学内共同研究 0 件 

 

10 産学共同研究 

         平成 23 年度 

産学共同研究 0 件 

 

11 受  賞 

（３）国内での授賞 

   竹内真太，西田裕介，美津島隆：第 26 回東海北陸理学療法学術大会 学術大会長賞受賞，2011

年 10 月 
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